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自己紹介

「教室フリーパス」を利用できる方は熱気あふれる
教室での受講もご活用ください。

専任講師： 湯浅 竜 (2009年合格)

担当講義：

論文上級講義 (通信、新宿校)

短答横断講義 (通信、新宿校)

著作権法対策コース
10月開講（通信、渋谷校）

10/10（水）
19～21：30開講

論文応用答案練（新宿）

10/20（土）
10：00～13：00開講
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講義の進行

「10個のプロセス」など、答案作成テクニックなどを解説

各論点について解説

演習問題を解くことで知識の定着、答案の書き方を学ぶ
（25分演習×２回＋解説） ※ 自己採点になります。

1 【合格のツボ！（論文編）】

2 【論点チェック】（インプット）

3 【演習】（アウトプット）

4 次回の予告

※ 前半70分（講義+演習１問）＋休憩10分＋後半70分

※ 講義では「論文上級講義テキスト」を使用します。
（講義+演習１問）
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本日の【合格のツボ！（論文編）】

論文上級講義の目的

オリエンテーション その１

本試験合格に必要な「知識の定着」
【論点チェック】

①

② 答案の書き方をマスター
【演習】
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本日の【合格のツボ！（論文編）】

論文式試験で求められる力とは？

オリエンテーション その２

「論文式試験」＝「知識」と「使い方」を問う試験

例 「思いついたことをすべて記載する人」

「知識」の試験と勘違い（ベテランに多い）

「知識後回し。まずは書き方が大事と考える人」

「使い方」の試験と勘違い（初学者に多い）
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本日の【合格のツボ！（論文編）】

論文合格のイメージ

オリエンテーション その３

１ ○ ○ 合格
２ ○ △ 不合格（ベテラン）
３ △ ○ 合格（初学者）
４ △ △ 不合格

「知識」 ＋ 「使い方」

※ ２の人は「３」ではなく「１」を目指す！
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本日の【合格のツボ！（論文編）】

講義の受け方（予習・復習）

オリエンテーション その４

１．講義を受ける際の注意 ２．予習・復習
(1)ひたすらメモを取る
(2) マーカー（５色）持参

推奨

ピンク
オレンジ
黄色
緑
青

(1)予習・・・不要

(2) 復習・・・必要

マーカーの具体的な使い方は第３回で説明致します。
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本日の【合格のツボ！（論文編）】

復習の仕方

オリエンテーション その５

予備日（１日） 休み（１日）

※対象期間：

論文（２日）短答（３日）

１週間

「短答」免除の方は論文の比重を上げる（インプット中心）
選択科目受験者は予備日なし（年内）

※ 著作権法受験者（１＋９パターン著作権法対策コース）
ガイダンス 10/3（水）
10月開講 10/10（水）

9月下旬～12月初旬

19：15～20：30（渋谷）

19：15～21：45（渋谷）
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本日の【合格のツボ！（論文編）】

復習すべき事項

オリエンテーション その６

論文応用答練の受講（任意）２．

１．テキストの「見直し」と「暗記」（２日）
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本日の【合格のツボ！（論文編）】

質問の仕方

オリエンテーション その７

WEBSCHOOLの「質問コーナー」を利用下さい

原則、３日以内返信です。

※ 講師の指定はできませんので、ご了承下さい
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1.1 拒絶理由の列挙

拒絶理由の３点セット

他の出願を引例とする場合

①

③

②

29条（１項、２項）

29条の２
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1.2 法17条の２第４項

パターン１

補正前の特許請求の範囲の記載

補正後の特許請求の範囲の記載

法17条の２第４項違反とされない場合

請求項１：Ａ（ＳＴＦあり）

請求項１：Ａ＋Ｂ（審査対象）
請求項２：Ａ＋Ｃ（審査対象）
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1.2 法17条の２第４項

パターン２

補正前の特許請求の範囲の記載

補正後の特許請求の範囲の記載

法17条の２第４項違反とされない場合

請求項１：Ａ（ＳＴＦなし）

請求項１：Ａ＋Ｂ（審査対象）
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1.2 法17条の２第４項

パターン３

補正前の特許請求の範囲の記載

補正後の特許請求の範囲の記載

法17条の２第４項違反とされる場合

請求項１：Ａ（ＳＴＦなし）

請求項１：Ａ＋Ｂ（審査対象）
請求項２：Ａ＋Ｃ（審査されず）
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1.2 法17条の２第４項

パターン４

補正前の特許請求の範囲の記載

補正後の特許請求の範囲の記載

法17条の２第４項違反とされない場合

請求項１：Ａ（ＳＴＦなし）
請求項２：Ａ＋Ｂ（ＳＴＦあり）

請求項１：Ａ＋Ｂ（審査対象）
請求項２：Ａ＋Ｂ＋Ｃ（審査対象）
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1.2 法17条の２第４項

パターン５

補正前の特許請求の範囲の記載

補正後の特許請求の範囲の記載

法17条の２第４項違反とされる場合

請求項１：Ａ（ＳＴＦなし）
請求項２：Ａ＋Ｂ（ＳＴＦあり）

請求項１：Ａ＋Ｂ（審査対象）
請求項２：Ａ＋Ｃ（審査されず）
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答案構成演習

【制限時間】 ： 25分

【問題番号】 ： 例題 1.1（テキストＰ５）
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1.1 拒絶理由の列挙
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1.1 拒絶理由の列挙

「客体」は黄色「客体」は黄色

「否定」は青「否定」は青
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1.1 拒絶理由の列挙
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1.1 拒絶理由の列挙
気になる個所
は「オレンジ」
気になる個所
は「オレンジ」

「直接の問い」
はピンク
「直接の問い」
はピンク
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1.1 拒絶理由の列挙

例題1.1 時系列例題1.1 時系列例題1.1 時系列

出願 Ｘ

出願 Ｙ

出願 Ｗ

甲 乙
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1.1 拒絶理由の列挙
例題1.1 答案構成例題1.1 答案構成例題1.1 答案構成

(1) 法29条の２（49条２号）
出願Ｘ→出願公開前にみなし取下げ

（42条１項本文、64条１項）
出願Ｙの明細書等→Ａ＋Ｂ記載なし
∴出願Ｘについてみなし公開（41条３項）なし
法29条の２適用なし

(2) 法39条１項（49条２号）
出願Ｘ→先願の地位（39条１項）なし

（39条５項、42条１項本文）
出願Ｙ→Ａ＋Ｂなし
法39条１項適用なし
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答案構成演習

【問題番号】 ： 例題 1.2（テキストＰ13）

【制限時間】 ： 25分
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1.2 法17条の２第４項
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1.2 法17条の２第４項

Ｂ１、ＢはＢの
「下位概念」で
あるとの意味

Ｂ１、ＢはＢの
「下位概念」で
あるとの意味
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1.2 法17条の２第４項
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1.2 法17条の２第４項

「情報提供」（特
施規13条の２）
「情報提供」（特
施規13条の２）
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1.2 法17条の２第４項
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1.2 法17条の２第４項
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1.2 法17条の２第４項

例題1.2 時系列例題 2 時系列例題1.2 時系列

出願 Ｘ

甲 乙

Ｐせ・は

警告

Ｐ´せ・は

情報提供
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1.2 法17条の２第４項
例題1.2 答案構成例題 2 答案構成例題1.2 答案構成

(2) 特許出願の分割（44条）
時期→法44条１項１号、17条の２第１項１号
Ａ＋Ｃ→出願Ｘの当初明細書に記載
分割出願→遡及効（44条２項）

∴Ｐの製造、販売の停止を求めることが可能
（68条、70条、100条１項）。

(1) 特許請求の範囲の補正（17条の２）
法17条の２第３項及び４項の要件を満たす

→デジタルカメラＰを特許発明の技術的範囲に含める

Ａ＋Ｃを特許請求の範囲に記載する補正不可
∵法17条の２第４項の規定に違反（49条１号）
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次回の予告

１．論文に合格するためには？
⇒ 合格率からみる合格答案

合格のツボ！（論文編）

２．論文答案作成のための３ステップ
⇒ 「10個のプロセス」の概要

【テキスト範囲】
Ｐ１７～Ｐ３２
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復習の仕方（毎回、掲載）

予備日（１日） 休み（１日）論文（２日）短答（３日）

１週間

２．論文応用答練の受講 【任意】
「10個のプロセス」を使った場合の答練解説

（新宿のみ）

１．テキストの「見直し」と「暗記」 【２日】

３．「短答」免除の方は論文の比重を上げる
（インプット中心）

・ 講義中はひたすら「メモ」を取る
・ 質問は「WEBSCHOOL」でお願い致します。※ 講師指定不可

（その他）
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ＴＡＣ専用ＳＮＳ 「ハピララ」

２．弁理士≪必須科目≫受験生コミュ！

１．弁理士≪短答式試験≫受験生コミュ！

３．弁理士≪選択科目≫受験生コミュ！

４．弁理士≪口述ゼミ≫コミュ！

弁理士試験関連コミュニティ
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受講お疲れ様でした!!

～ 努力だ、勉強だ、それが天才だ。～

（野口 英世）




